
2022年 10月 23日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

礼拝讃美歌⇒254番（旧 307番）（SK姉） 

『昨日も今日も永久に』 

 

聖書⇒エフェソの信徒への手紙 1:20~23節（MM姉） 

『神は、この力をキリストに働かせて、キリストを死者の中から復活させ、天において御自分の右の座に着か

せ、すべての支配、権威、勢力、主権の上に置き、今の世ばかりでなく、来るべき世にも唱えられるあらゆる

名の上に置かれました。神はまた、すべてのものをキリストの足もとに従わせ、キリストをすべてのものの上

にある頭として教会にお与えになりました。教会はキリストの体であり、すべてにおいてすべてを満たしてい

る方の満ちておられる場です。』 

 

礼拝讃美歌⇒64番（旧 66番） 

『われらの主よ』 

 

聖書⇒ホセア書 11:1、8節（ES姉） 

『まだ幼かったイスラエルをわたしは愛した。エジプトから彼を呼び出し、わが子とした。 

 

ああ、エフライムよ／お前を見捨てることができようか。 

イスラエルよ／お前を引き渡すことができようか。 

アドマのようにお前を見捨て／ツェボイムのようにすることができようか。 

わたしは激しく心を動かされ／憐れみに胸を焼かれる。』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 23:37節 

『「エルサレム、エルサレム、預言者たちを殺し、自分に遣わされた人々を石で打ち殺す者よ、 

めん鳥が雛を羽の下に集めるように、わたしはお前の子らを何度集めようとしたことか。 

だが、お前たちは応じようとしなかった。』 

 

（祈） 

 

聖書⇒フィリピの信徒への手紙 3:20~21節（SK兄） 

『しかし、わたしたちの本国は天にあります。そこから主イエス・キリストが救い主として来られるのを、わ

たしたちは待っています。キリストは、万物を支配下に置くことさえできる力によって、わたしたちの卑しい

体を、御自分の栄光ある体と同じ形に変えてくださるのです。』 



 

（祈） 

 

 

《パン裂き》 

 

聖書⇒コルカによる福音書 22:14~20節（KH兄） 

『時刻になったので、イエスは食事の席に着かれたが、使徒たちも一緒だった。イエスは言われた。「苦しみ

を受ける前に、あなたがたと共にこの過越の食事をしたいと、わたしは切に願っていた。言っておくが、神の

国で過越が成し遂げられるまで、わたしは決してこの過越の食事をとることはない。」そして、イエスは杯を

取り上げ、感謝の祈りを唱えてから言われた。「これを取り、互いに回して飲みなさい。言っておくが、神の

国が来るまで、わたしは今後ぶどうの実から作ったものを飲むことは決してあるまい。」それから、イエスは

パンを取り、感謝の祈りを唱えて、それを裂き、使徒たちに与えて言われた。「これは、あなたがたのために

与えられるわたしの体である。わたしの記念としてこのように行いなさい。」食事を終えてから、杯も同じよ

うにして言われた。「この杯は、あなたがたのために流される、わたしの血による新しい契約である。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒148番（旧 94番曲） 

『主の御旨により』 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 15:1~7節（KH兄） 

『徴税人や罪人が皆、話を聞こうとしてイエスに近寄って来た。すると、ファリサイ派の人々や律法学者たち

は、「この人は罪人たちを迎えて、食事まで一緒にしている」と不平を言いだした。そこで、イエスは次のた

とえを話された。「あなたがたの中に、百匹の羊を持っている人がいて、その一匹を見失ったとすれば、九十

九匹を野原に残して、見失った一匹を見つけ出すまで捜し回らないだろうか。そして、見つけたら、喜んでそ

の羊を担いで、家に帰り、友達や近所の人々を呼び集めて、『見失った羊を見つけたので、一緒に喜んでくだ

さい』と言うであろう。言っておくが、このように、悔い改める一人の罪人については、悔い改める必要のな

い九十九人の正しい人についてよりも大きな喜びが天にある。」』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 15:5、7節（TM兄） 

『わたしはぶどうの木、あなたがたはその枝である。人がわたしにつながっており、わたしもその人につなが

っていれば、その人は豊かに実を結ぶ。わたしを離れては、あなたがたは何もできないからである。 

 



あなたがたがわたしにつながっており、わたしの言葉があなたがたの内にいつもあるならば、望むものを何で

も願いなさい。そうすればかなえられる。』 

 

 

聖書⇒ヨハネの手紙一 5:14節 

『何事でも神の御心に適うことをわたしたちが願うなら、神は聞き入れてくださる。これが神に対するわたし

たちの確信です。』 

 

 

礼拝讃美歌⇒395番（旧 252番）（KH兄） 

『慈しみ深き』 

 

 

《建徳要旨》 


